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(57)【要約】
　本開示のいくつかの態様は、一般にワイヤレス通信に
関し、より詳細には、ｅＭＴＣ　ＵＬマルチユーザ多重
化をサポートするフレーム構造を通してユーザ容量を増
加させることに関する。態様によれば、ＵＥは、より広
いシステム帯域幅内の少なくとも１つの狭帯域領域を識
別することと、狭帯域領域中で、１つまたは複数の他の
ＵＥによって送信されるシンボルと多重化される物理ア
ップリンクチャネルのシンボルを送信するための、ＵＥ
に割り当てられた少なくとも１つのパラメータを決定す
ることと、少なくとも１つの決定されたパラメータを使
用して物理アップリンクチャネルを送信することとを行
い得る。



(2) JP 2018-526867 A 2018.9.13

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　より広いシステム帯域幅内の少なくとも１つの狭帯域領域を識別することと、
　前記狭帯域領域中で、１つまたは複数の他のＵＥによって送信されるシンボルと多重化
される物理アップリンクチャネルのシンボルを送信するための、前記ＵＥに割り当てられ
た少なくとも１つのパラメータを決定することと、
　前記少なくとも１つの決定されたパラメータを使用して前記物理アップリンクチャネル
を送信することと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのパラメータがサイクリックシフトを備え、
　前記物理アップリンクチャネルを送信することが、前記物理アップリンクチャネルの１
つまたは複数のシンボル中で基準信号（ＲＳ）を送信するために前記サイクリックシフト
を適用することを備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのパラメータが拡散コードを備え、
　前記物理アップリンクチャネルを送信することが、前記物理アップリンクチャネルの複
数のシンボル中で基準信号（ＲＳ）を送信するために前記拡散コードを適用することを備
える、
請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記少なくとも１つのパラメータが拡散コードを備え、
　前記物理アップリンクチャネルを送信することが、前記物理アップリンクチャネルの複
数のシンボル中でデータシンボルを送信するために前記拡散コードを適用することを備え
る、
請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記少なくとも１つのパラメータが、前記物理アップリンクチャネルのサブフレームの
フォーマット、バンドリングサイズ、またはカバレージ拡張（ＣＥ）レベルに少なくとも
部分的に基づく、構成可能な拡散率（ＳＦ）を備え、
　前記物理アップリンクチャネルを送信することが、前記物理アップリンクチャネルの複
数のシンボルを送信するために前記ＳＦを適用することを備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記決定することが、サブフレームホッピングパターンを識別することを備え、
　前記物理アップリンクチャネルを送信することが、前記狭帯域領域内で、第１のサブフ
レーム中に第１の周波数を使用し、その後、第２のサブフレーム中に第２の周波数を使用
して前記物理アップリンクチャネルを送信するために、拡散率を適用することを備え、前
記第１の周波数および前記第２の周波数が前記ホッピングパターンに基づいて決定される
、
請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記拡散率が、前記第１の周波数から前記第２の周波数に再同調するための時間に少な
くとも部分的に基づく、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１の周波数から前記第２の周波数への前記再同調が、前記第１のサブフレームの
最後の１つまたは複数のシンボル、または前記第２のサブフレームの最初の１つまたは複
数のシンボルのうちの少なくとも一方の間に生じ得る、請求項７に記載の方法。
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【請求項９】
　前記決定することが、スロットベースホッピングパターンを識別することを備え、
　前記物理アップリンクチャネルを送信することが、前記狭帯域領域内で、サブフレーム
の第１のスロット中に第１の周波数上で、その後、前記サブフレームの第２のスロット中
に第２の周波数上で前記物理アップリンクチャネルを送信するために、拡散率を適用する
ことを備え、前記第１の周波数および前記第２の周波数が前記ホッピングパターンに基づ
いて決定される、
請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記拡散率が、前記サブフレーム内で前記第１の周波数から前記第２の周波数に再同調
するための時間に少なくとも部分的に基づく、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記物理アップリンクチャネルを送信することが、前記物理アップリンクチャネルのサ
ブフレームの複数のシンボル中であるいは前記物理アップリンクチャネルの複数のサブフ
レームにわたって基準信号（ＲＳ）またはデータシンボルのうちの一方を送信するために
、拡散コードを適用することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つのパラメータが、１に等しいかまたはそれよりも大きい拡散率を備
え、
　前記ＵＥのみが、前記物理アップリンクチャネル上のリソースブロック上での送信のた
めにスケジュールされる、
請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つのパラメータが拡散コードをさらに備え、
　前記物理アップリンクチャネルを送信することが、前記物理アップリンクチャネルの複
数のシンボル中で基準前記信号（ＲＳ）を送信するために前記拡散コードを適用すること
をさらに備える、
請求項２に記載の方法。
【請求項１４】
　発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　より広いシステム帯域幅内の少なくとも１つの狭帯域領域を識別することと、
　前記狭帯域領域中での、１つまたは複数の他のＵＥによって送信されるシンボルと多重
化される物理アップリンクチャネルのシンボルの送信のための少なくとも１つのパラメー
タをユーザ機器に割り当てることと、
　前記ＵＥから、前記少なくとも１つの割り当てられたパラメータを使用して前記物理ア
ップリンクチャネルを受信することと
を備える、方法。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つのパラメータがサイクリックシフトを備え、
　前記物理アップリンクチャネルを受信することが、前記物理アップリンクチャネルの１
つまたは複数のシンボル中で、適用された前記サイクリックシフトを用いて基準信号（Ｒ
Ｓ）を受信することを備える、
請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つのパラメータが拡散コードを備え、
　前記物理アップリンクチャネルを受信することが、適用された前記拡散コードを用いて
前記物理アップリンクチャネルの複数のシンボル中で基準信号（ＲＳ）を受信することを
備える、
請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
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　前記少なくとも１つのパラメータが拡散コードを備え、
　前記物理アップリンクチャネルを受信することが、適用された前記拡散コードを用いて
前記物理アップリンクチャネルの複数のシンボル中でデータシンボルを受信することを備
える、
請求項１４に記載の方法。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つのパラメータが、前記物理アップリンクチャネルのサブフレームの
フォーマット、バンドリングサイズ、またはカバレージ拡張（ＣＥ）レベルに少なくとも
部分的に基づく、構成可能な拡散率（ＳＦ）を備え、
　前記物理アップリンクチャネルを受信することが、適用された前記ＳＦを用いて前記物
理アップリンクチャネルの複数のシンボルを受信することを備える、
請求項１４に記載の方法。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つのパラメータを割り当てることが、サブフレームホッピングパター
ンを割り当てることを備え、
　前記物理アップリンクチャネルを受信することが、前記狭帯域領域内で、第１のサブフ
レーム中に第１の周波数上で、その後、第２のサブフレーム中に第２の周波数上で、適用
された拡散率（ＳＦ）を用いて前記物理アップリンクチャネルを受信することを備え、前
記第１の周波数および前記第２の周波数が前記ホッピングパターンに基づいて決定される
、
請求項１４に記載の方法。
【請求項２０】
　前記拡散率は、前記ＵＥが前記第１の周波数から前記第２の周波数に再同調するための
時間に少なくとも部分的に基づく、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記第１の周波数から前記第２の周波数への前記再同調が、前記第１のサブフレームの
最後の１つまたは複数のシンボル、または前記第２のサブフレームの最初の１つまたは複
数のシンボルのうちの少なくとも一方の間に生じ得る、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記決定することが、スロットベースホッピングパターンを識別することを備え、
　前記物理アップリンクチャネルを受信することが、前記狭帯域領域内で、サブフレーム
の第１のスロット中に第１の周波数上で、その後、前記サブフレームの第２のスロット中
に第２の周波数上で、適用された拡散率（ＳＦ）を用いて前記物理アップリンクチャネル
を受信することを適用することを備え、前記第１の周波数および前記第２の周波数が前記
ホッピングパターンに基づいて決定される、
請求項１４に記載の方法。
【請求項２３】
　前記拡散率は、前記ＵＥが前記サブフレーム内で前記第１の周波数から前記第２の周波
数に再同調するための時間に少なくとも部分的に基づく、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記物理アップリンクチャネルを受信することが、適用された拡散コードを用いて、前
記物理アップリンクチャネルのサブフレームの複数のシンボル中であるいは前記物理アッ
プリンクチャネルの複数のサブフレームにわたって基準信号（ＲＳ）またはデータシンボ
ルのうちの一方を受信することを備える、請求項１４に記載の方法。
【請求項２５】
　前記少なくとも１つのパラメータが、１に等しいかまたはそれよりも大きい拡散率（Ｓ
Ｆ）を備え、
　前記物理アップリンクチャネル上のリソースブロック上での送信のために前記ＵＥのみ
をスケジュールすることをさらに備える、
請求項１４に記載の方法。
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【請求項２６】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　より広いシステム帯域幅内の少なくとも１つの狭帯域領域を識別するための手段と、
　前記狭帯域領域中で、１つまたは複数の他のＵＥによって送信されるシンボルと多重化
される物理アップリンクチャネルのシンボルを送信するための、前記ＵＥに割り当てられ
た少なくとも１つのパラメータを決定するための手段と、
　前記少なくとも１つの決定されたパラメータを使用して前記物理アップリンクチャネル
を送信するための手段と
を備える、装置。
【請求項２７】
　前記少なくとも１つのパラメータがサイクリックシフトを備え、
　前記物理アップリンクチャネルを送信するための前記手段が、前記物理アップリンクチ
ャネルの１つまたは複数のシンボル中で基準信号（ＲＳ）を送信するために前記サイクリ
ックシフトを適用するための手段を備える、
請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記少なくとも１つのパラメータが拡散コードを備え、
　前記物理アップリンクチャネルを送信するための前記手段が、前記物理アップリンクチ
ャネルの複数のシンボル中で基準信号（ＲＳ）を送信するために前記拡散コードを適用す
るための手段を備える、
請求項２６に記載の装置。
【請求項２９】
　発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　より広いシステム帯域幅内の少なくとも１つの狭帯域領域を識別するための手段と、
　前記狭帯域領域中での、１つまたは複数の他のＵＥによって送信されるシンボルと多重
化される物理アップリンクチャネルのシンボルの送信のための少なくとも１つのパラメー
タをユーザ機器に割り当てるための手段と、
　前記ＵＥから、前記少なくとも１つの割り当てられたパラメータを使用して前記物理ア
ップリンクチャネルを受信するための手段と
を備える、装置。
【請求項３０】
　前記少なくとも１つのパラメータがサイクリックシフトを備え、
　前記物理アップリンクチャネルを受信するための前記手段が、前記物理アップリンクチ
ャネルの１つまたは複数のシンボル中で、適用された前記サイクリックシフトを用いて基
準信号（ＲＳ）を受信するための手段を備える、
請求項２９に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、その全体が両方とも参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０
１５年７月８日に出願された「MULTI-USER MULTIPLEXING FRAME STRUCTURE FOR eMTC」と
題する米国仮出願第６２／１９０，２４８号の利益を主張する、２０１６年７月５日に出
願された米国出願第１５／２０２，０２３号の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示のいくつかの態様は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、マシ
ンタイプ通信（ＭＴＣ：machine type communication）デバイスおよび拡張ＭＴＣ（ｅＭ
ＴＣ：enhanced MTC）デバイスのためのマルチユーザ多重化をサポートするフレーム構造
に関する。
【背景技術】
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【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、データなど、様々なタイプの通信コンテンツ
を提供するために広く展開されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソー
ス（たとえば、帯域幅および送信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信を
サポートすることが可能な多元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの
例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）シス
テム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、ロングタームエボリューション（ＬＴ
Ｅ（登録商標）：Long Term Evolution）アドバンストを含む第３世代パートナーシップ
プロジェクト（３ＧＰＰ（登録商標）：3rd Generation Partnership Project）ＬＴＥシ
ステムおよび直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]概して、ワイヤレス多元接続通信システムは、複数のワイヤレス端末のための通
信を同時にサポートすることができる。各端末は、順方向リンクおよび逆方向リンク上で
の送信を介して１つまたは複数の基地局と通信する。順方向リンク（またはダウンリンク
）は基地局から端末への通信リンクを指し、逆方向リンク（またはアップリンク）は端末
から基地局への通信リンクを指す。この通信リンクは、単入力単出力、多入力単出力また
は多入力多出力（ＭＩＭＯ）システムを介して確立され得る。
【０００５】
　[0005]ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのワイヤレスデバイスのための通信を
サポートすることができるいくつかの基地局を含み得る。ワイヤレスデバイスはユーザ機
器（ＵＥ）を含み得る。ＵＥのいくつかの例としては、セルラーフォン、スマートフォン
、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ハンドヘルドデバイス、タブレット、ラ
ップトップコンピュータ、ネットブック、スマートブック、ウルトラブックなどがあり得
る。いくつかのＵＥは、基地局（ＢＳ）、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）別のリモートデバイ
ス、または何らかの他のエンティティと通信し得る、センサー、メーター、モニタ、ロケ
ーションタグ、ドローン、トラッカー、ロボットなどのリモートデバイスを含み得る、マ
シンタイプ通信（ＭＴＣ）ＵＥおよび／または発展型ＭＴＣ　ＵＥと見なされ得る。ＭＴ
Ｃは、通信の少なくとも１つの端部上の少なくとも１つのリモートデバイスに関与する通
信を指すことがあり、必ずしも人間の対話を必要とするとは限らない１つまたは複数のエ
ンティティを伴うデータ通信の形態を含み得る。ＭＴＣ　ＵＥおよびｅＭＴＣ　ＵＥは、
たとえば、パブリックランドモバイルネットワーク（ＰＬＭＮ）を介した、ＭＴＣサーバ
および／または他のＭＴＣデバイスとのＭＴＣ通信が可能であるＵＥを含み得る。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]本開示のシステム、方法、およびデバイスは、それぞれいくつかの態様を有し、
それらのうちの単一の態様が単独で本開示の望ましい属性を担当するとは限らない。次に
、以下の特許請求の範囲によって表される本開示の範囲を限定することなしに、いくつか
の特徴が手短に説明される。この説明を考察すれば、特に「発明を実施するための形態」
と題するセクションを読めば、本開示の特徴が、ワイヤレスネットワークにおけるアクセ
スポイントと局との間の改善された通信を含む利点をどのように提供するかが理解されよ
う。
【０００７】
　[0007]本開示のいくつかの態様は、ユーザ機器によるワイヤレス通信のための方法を提
供する。本方法は、概して、より広いシステム帯域幅内の少なくとも１つの狭帯域領域を
識別することと、狭帯域領域中で、１つまたは複数の他のＵＥによって送信されるシンボ
ルと多重化される物理アップリンクチャネルのシンボルを送信するための、ＵＥに割り当
てられた少なくとも１つのパラメータを決定することと、少なくとも１つの決定されたパ
ラメータを使用して物理アップリンクチャネルを送信することとを含む。
【０００８】
　[0008]本明細書でより詳細に説明されるように、少なくとも１つのパラメータは、サイ
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クリックシフトまたは拡散コードのうちの少なくとも１つを備え得る。少なくとも１つの
パラメータは、拡散率を示す値をとり得る。パラメータがサイクリックシフトを備えると
き、ＵＥは、物理アップリンクチャネルの１つまたは複数のシンボル中で基準信号（ＲＳ
：reference signal）を送信するためにサイクリックシフトを適用することによって物理
アップリンクチャネルを送信し得る。パラメータが拡散コードを備えるとき、ＵＥは、物
理アップリンクチャネルの複数のシンボル中で基準信号（ＲＳ）を送信するために拡散コ
ードを適用することによって物理アップリンクチャネルを送信し得る。追加または代替と
して、パラメータが拡散コードを備えるとき、ＵＥは、物理アップリンクチャネルの複数
のシンボル中でデータシンボルを送信するために拡散コードを適用することによって物理
アップリンクチャネルを送信し得る。
【０００９】
　[0009]態様によれば、パラメータは、物理アップリンクチャネルのサブフレームのフォ
ーマット、バンドリングサイズ、またはカバレージ拡張（ＣＥ：coverage enhancement）
レベルに少なくとも部分的に基づく、構成可能な拡散率（ＳＦ：spreading factor）を備
え得る。ＵＥは、物理アップリンクチャネルの複数のシンボルを送信するためにＳＦを適
用することによって物理アップリンクチャネルを送信し得る。
【００１０】
　[0010]狭帯域領域中で物理アップリンクチャネルのシンボルを送信するための、ＵＥに
割り当てられた少なくとも１つのパラメータを決定することは、サブフレームホッピング
パターンを識別することと、狭帯域領域内で、第１のサブフレーム中に第１の周波数を使
用し、その後、第２のサブフレーム中に第２の周波数を使用して物理アップリンクチャネ
ルを送信するために、拡散率を適用することによって物理アップリンクチャネルを送信す
ることとを含み得、ここにおいて、第１の周波数および第２の周波数はホッピングパター
ンに基づいて決定され得る。拡散率は、第１の周波数から第２の周波数に再同調するため
の時間に少なくとも部分的に基づき得る。第１の周波数から第２の周波数への再同調は、
第１のサブフレームの最後の１つまたは複数のシンボル、または第２のサブフレームの最
初の１つまたは複数のシンボルのうちの少なくとも一方の間に生じ得る。
【００１１】
　[0011]狭帯域領域中で物理アップリンクチャネルのシンボルを送信するための、ＵＥに
割り当てられた少なくとも１つのパラメータを決定することは、スロットベースホッピン
グパターンを識別することを含み得る。物理アップリンクチャネルを送信することは、狭
帯域領域内で、サブフレームの第１のスロット中に第１の周波数上で、その後、サブフレ
ームの第２のスロット中に第２の周波数上で物理アップリンクチャネルを送信するために
、拡散率を適用することを含み得、ここにおいて、第１の周波数および第２の周波数はホ
ッピングパターンに基づいて決定され得る。拡散率は、サブフレーム内で第１の周波数か
ら第２の周波数に再同調するための時間（たとえば、サブフレームの第１のスロットと第
２のスロットとの間で再同調するための時間）に少なくとも部分的に基づき得る。
【００１２】
　[0012]ＵＥは、物理アップリンクチャネルのサブフレームの複数のシンボル中であるい
は物理アップリンクチャネルの複数のサブフレームにわたって基準信号（ＲＳ）またはデ
ータシンボルのうちの一方を送信するために、拡散コードを適用することによって物理ア
ップリンクチャネルを送信し得る。
【００１３】
　[0013]ＵＥに割り当てられた少なくとも１つのパラメータは、１に等しいかまたはそれ
よりも大きい拡散率（ＳＦ）を含み得る。態様によれば、ＳＦが１に等しいかまたはそれ
よりも大きいとき、そのＵＥのみが、物理アップリンクチャネル上のリソースブロック上
での送信のためにスケジュールされ得る。
【００１４】
　[0014]態様によれば、少なくとも１つのパラメータは、サイクリックシフトを含み得、
拡散コードをさらに含み得る。物理アップリンクチャネルを送信することは、物理アップ
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リンクチャネルの複数のシンボル中で基準信号（ＲＳ）を送信するために拡散コードとサ
イクリックシフトとを適用することを含み得る。
【００１５】
　[0015]本開示のいくつかの態様は、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によるワイヤレス通信の
ための方法を提供する。本方法は、概して、より広いシステム帯域幅内の少なくとも１つ
の狭帯域領域を識別することと、狭帯域領域中での、１つまたは複数の他のＵＥによって
送信されるシンボルと多重化される物理アップリンクチャネルのシンボルの送信のための
少なくとも１つのパラメータをユーザ機器（ＵＥ）に割り当てることと、ＵＥから、少な
くとも１つの割り当てられたパラメータを使用して物理アップリンクチャネルを受信する
こととを含む。
【００１６】
　[0016]態様によれば、少なくとも１つのパラメータはサイクリックシフトを含み得る。
ｅＮＢが物理アップリンクチャネルを受信することは、物理アップリンクチャネルの１つ
または複数のシンボル中で、適用されたサイクリックシフトを用いて基準信号（ＲＳ）を
受信することを含み得る。
【００１７】
　[0017]態様によれば、少なくとも１つのパラメータは拡散コードを含み得る。ｅＮＢが
物理アップリンクチャネルを受信することは、物理アップリンクチャネルの複数のシンボ
ル中で、適用された拡散コードを用いて基準信号（ＲＳ）を受信することを含み得る。ｅ
ＮＢが物理アップリンクチャネルを受信することは、物理アップリンクチャネルの複数の
シンボル中で、適用された拡散コードを用いてデータシンボルを受信することを含み得る
。
【００１８】
　[0018]態様によれば、少なくとも１つのパラメータは、物理アップリンクチャネルのサ
ブフレームのフォーマット、バンドリングサイズ、またはカバレージ拡張（ＣＥ）レベル
に少なくとも部分的に基づく、構成可能な拡散率（ＳＦ）を含み得る。ｅＮＢが物理アッ
プリンクチャネルを受信することは、適用されたＳＦを用いて物理アップリンクチャネル
の複数のシンボルを受信することを含み得る。
【００１９】
　[0019]態様によれば、少なくとも１つのパラメータをＵＥに割り当てることは、サブフ
レームホッピングパターンを割り当てることを含み得、物理アップリンクチャネルを受信
することは、狭帯域領域内で、第１のサブフレーム中に第１の周波数上で、その後、第２
のサブフレーム中に第２の周波数上で、適用された拡散率（ＳＦ）を用いて物理アップリ
ンクチャネルを受信することを含み得、第１の周波数および第２の周波数はサブフレーム
ホッピングパターンに基づいて決定される。拡散率は、ＵＥが第１の周波数から第２の周
波数に再同調するための時間に少なくとも部分的に基づき得る。第１の周波数から第２の
周波数への再同調は、第１のサブフレームの最後の１つまたは複数のシンボル、または第
２のサブフレームの最初の１つまたは複数のシンボルのうちの少なくとも一方の間に生じ
得る。
【００２０】
　[0020]態様によれば、少なくとも１つのパラメータをＵＥに割り当てることは、スロッ
トベースホッピングパターンを識別することを含み得、物理アップリンクチャネルを受信
することは、狭帯域領域内で、サブフレームの第１のスロット中に第１の周波数上で、そ
の後、サブフレームの第２のスロット中に第２の周波数上で、適用された拡散率（ＳＦ）
を用いて物理アップリンクチャネルを受信することを含み得、第１の周波数および第２の
周波数はホッピングパターンに基づいて決定される。拡散率は、ＵＥがサブフレーム内で
第１の周波数から第２の周波数に再同調するための時間に少なくとも部分的に基づき得る
。
【００２１】
　[0021]態様によれば、ｅＮＢが物理アップリンクチャネルを受信することは、適用され
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た拡散コードを用いて、物理アップリンクチャネルのサブフレームの複数のシンボル中で
あるいは物理アップリンクチャネルの複数のサブフレームにわたって基準信号（ＲＳ）ま
たはデータシンボルのうちの一方を受信することを含み得る。
【００２２】
　[0022]ＵＥに割り当てられた少なくとも１つのパラメータは、１に等しいかまたはそれ
よりも大きい拡散率（ＳＦ）を含み得る。ｅＮＢは、ＳＦが１に等しいかまたはそれより
も大きいとき、物理アップリンクチャネル上のリソースブロック上での送信のためにその
ＵＥのみをスケジュールし得る。
【００２３】
　[0023]本開示のいくつかの態様は、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための
装置を提供する。本装置は、概して、より広いシステム帯域幅内の少なくとも１つの狭帯
域領域を識別するための手段と、狭帯域領域中で、１つまたは複数の他のＵＥによって送
信されるシンボルと多重化される物理アップリンクチャネルのシンボルを送信するための
、ＵＥに割り当てられた少なくとも１つのパラメータを決定するための手段と、少なくと
も１つの決定されたパラメータを使用して物理アップリンクチャネルを送信するための手
段とを含む。
【００２４】
　[0024]本開示のいくつかの態様は、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によるワイヤレス通信の
ための装置を提供する。本装置は、概して、より広いシステム帯域幅内の少なくとも１つ
の狭帯域領域を識別するための手段と、狭帯域領域中での、１つまたは複数の他のＵＥに
よって送信されるシンボルと多重化される物理アップリンクチャネルのシンボルの送信の
ための少なくとも１つのパラメータをユーザ機器（ＵＥ）に割り当てるための手段と、Ｕ
Ｅから、少なくとも１つの割り当てられたパラメータを使用して物理アップリンクチャネ
ルを受信するための手段とを含む。
【００２５】
　[0025]本開示のいくつかの態様は、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための
装置を提供する。本装置は、概して、少なくとも１つのプロセッサと、少なくとも１つの
プロセッサと結合されたメモリとを含む。少なくとも１つのプロセッサは、概して、より
広いシステム帯域幅内の少なくとも１つの狭帯域領域を識別することと、狭帯域領域中で
、１つまたは複数の他のＵＥによって送信されるシンボルと多重化される物理アップリン
クチャネルのシンボルを送信するための、ＵＥに割り当てられた少なくとも１つのパラメ
ータを決定することと、少なくとも１つの決定されたパラメータを使用して物理アップリ
ンクチャネルを送信することとを行うように構成される。
【００２６】
　[0026]本開示のいくつかの態様は、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によるワイヤレス通信の
ための装置を提供する。本装置は、概して、少なくとも１つのプロセッサと、少なくとも
１つのプロセッサと結合されたメモリとを含む。少なくとも１つのプロセッサは、概して
、より広いシステム帯域幅内の少なくとも１つの狭帯域領域を識別することと、狭帯域領
域中での、１つまたは複数の他のＵＥによって送信されるシンボルと多重化される物理ア
ップリンクチャネルのシンボルの送信のための少なくとも１つのパラメータをユーザ機器
（ＵＥ）に割り当てることと、ＵＥから、少なくとも１つの割り当てられたパラメータを
使用して物理アップリンクチャネルを受信することとを行うように構成される。
【００２７】
　[0027]本開示のいくつかの態様は、ユーザ機器（ＵＥ）に、より広いシステム帯域幅内
の少なくとも１つの狭帯域領域を識別することと、狭帯域領域中で、１つまたは複数の他
のＵＥによって送信されるシンボルと多重化される物理アップリンクチャネルのシンボル
を送信するための、ＵＥに割り当てられた少なくとも１つのパラメータを決定することと
、少なくとも１つの決定されたパラメータを使用して物理アップリンクチャネルを送信す
ることとを行わせるためのコンピュータ実行可能コードを記憶するコンピュータ可読媒体
を提供する。
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【００２８】
　[0028]本開示のいくつかの態様は、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）に、より広いシステム帯
域幅内の少なくとも１つの狭帯域領域を識別することと、狭帯域領域中での、１つまたは
複数の他のＵＥによって送信されるシンボルと多重化される物理アップリンクチャネルの
シンボルの送信のための少なくとも１つのパラメータをユーザ機器（ＵＥ）に割り当てる
ことと、ＵＥから、少なくとも１つの割り当てられたパラメータを使用して物理アップリ
ンクチャネルを受信することとを行わせるためのコンピュータ実行可能コードを記憶する
コンピュータ可読媒体を提供する。
【００２９】
　[0029]方法、装置、システム、コンピュータプログラム製品、および処理システムを含
む多数の他の態様が提供される。
【００３０】
　[0030]本開示の上記で具陳された特徴が詳細に理解され得るように、添付の図面にその
一部を示す態様を参照することによって、上記で手短に要約されたより具体的な説明が得
られ得る。ただし、その説明は他の等しく有効な態様に通じ得るので、添付の図面は、本
開示のいくつかの典型的な態様のみを示し、したがって、本開示の範囲を限定するものと
見なされるべきではないことに留意されたい。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】[0031]本開示のいくつかの態様による、例示的なワイヤレス通信ネットワークを
示す図。
【図２】[0032]本開示のいくつかの態様による、ワイヤレス通信ネットワークにおいてユ
ーザ機器（ＵＥ）と通信している発展型ノードＢ（ｅＮＢ）の一例を概念的に示すブロッ
ク図。
【図３】[0033]本開示のいくつかの態様による、ワイヤレス通信ネットワークにおいて使
用するための特定の無線アクセス技術（ＲＡＴ）のための例示的なフレーム構造を示す図
。
【図４】[0034]本開示のいくつかの態様による、ノーマルサイクリックプレフィックスを
もつダウンリンクのための例示的なサブフレームフォーマットを示す図。
【図５】[0035]本開示のいくつかの態様による、例示的なアップリンクフレーム構造を示
す図。
【図６】[0036]本開示のいくつかの態様による、ＵＥによって実行されるワイヤレス通信
のための例示的な動作を示す図。
【図７】[0037]本開示のいくつかの態様による、ｅＮＢによって実行されるワイヤレス通
信のための例示的な動作を示す図。
【図８】[0038]本開示の態様による、マルチユーザ多重化のための例示的なフレーム構造
を示す図。
【図９】[0039]本開示の態様による、アップリンクマルチユーザ多重化をサポートする例
示的なサブフレームフォーマットを示す図。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　[0040]本開示の態様は、マシンタイプ通信（ＭＴＣ）デバイス、拡張ＭＴＣ（ｅＭＴＣ
）デバイスなど、限られた通信リソースをもつデバイスのためのカバレージを向上させる
ための技法および装置を提供する。複数のユーザをサポートするために、（たとえば、リ
ソースブロック（ＲＢ）が、時間領域中の１スロット期間ごとに周波数領域中に１２個の
連続するサブキャリアを含み得る、１ＲＢ設計において）十分な次元／リソースを有しな
いことに少なくとも部分的に基づいて、ｅＭＴＣデバイスのための設計課題が存在し得る
。本明細書で説明される態様は、アップリンクマルチユーザ多重化のためのフレーム構造
を可能にする。
【００３３】
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　[0041]本明細書でより詳細に説明されるように、本開示の態様は、ＬＴＥヌメロロジー
（numerology）に整合したままであること、ユーザ容量とデータレートとのバランスをと
るためにフレキシブルな拡散率調整を行うこと、ｅＮＢスケジューリングを用いてトラッ
キングループを改善すること、ユーザ間の直交性を与えること、およびデータレートまた
はトランスポートブロックサイズを低減することなしにユーザ容量を改善することを行い
ながら、ユーザ容量を増加させ得る。
【００３４】
　[0042]本明細書で説明される技法は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時
分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワーク
、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、シングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭ
Ａ）ネットワークなど、様々なワイヤレス通信ネットワークのために使用され得る。「ネ
ットワーク」および「システム」という用語は、しばしば互換的に使用される。ＣＤＭＡ
ネットワークは、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terrestrial 
Radio Access）、ｃｄｍａ２０００などの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡは、広帯域Ｃ
ＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））、時分割同期ＣＤＭＡ（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）、およ
びＣＤＭＡの他の変形態を含む。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およ
びＩＳ－８５６規格をカバーする。ＴＤＭＡネットワークは、モバイル通信用グローバル
システム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile Communications）などの無
線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡネットワークは、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evol
ved UTRA）、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ
－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８
０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）などの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡ
およびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴ
Ｓ：Universal Mobile Telecommunication System）の一部である。周波数分割複信（Ｆ
ＤＤ）と時分割複信（ＴＤＤ）の両方における３ＧＰＰロングタームエボリューション（
ＬＴＥ）およびＬＴＥ－アドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、ダウンリンク上ではＯＦＤＭＡ
を利用し、アップリンク上ではＳＣ－ＦＤＭＡを利用するＥ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴ
Ｓの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａお
よびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）と称する団体か
らの文書に記載されている。ｃｄｍａ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシ
ッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２：3rd Generation Partnership Project 2）と称する
団体からの文書に記載されている。本明細書で説明される技法は、上記のワイヤレスネッ
トワークおよび無線技術、ならびに他のワイヤレスネットワークおよび無線技術のために
使用され得る。明快のために、本技法のいくつかの態様が以下ではＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａに
ついて説明され、以下の説明の大部分でＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ用語が使用される。ＬＴＥお
よびＬＴＥ－Ａは、一般にＬＴＥと呼ばれる。
【００３５】
例示的なワイヤレス通信システム
　[0043]図１は、本開示の態様が実施され得る、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）とユーザ機器
（ＵＥ）とを含む例示的なワイヤレス通信ネットワーク１００を示す。
【００３６】
　[0044]本明細書で説明されるように、ＵＥおよびｅＮＢは、より広いシステム帯域幅の
うちの少なくとも１つの狭帯域領域中でのマルチユーザアップリンク多重化をサポートす
るフレーム構造を使用してネットワーク１００中で動作し得る。ＵＥは、より広いシステ
ム帯域幅内の少なくとも１つの狭帯域領域を識別することと、狭帯域領域中で、１つまた
は複数の他のＵＥによって送信されるシンボルと多重化される物理アップリンクチャネル
のシンボルを送信するための、ＵＥに割り当てられた少なくとも１つのパラメータを決定
することと、少なくとも１つの決定されたパラメータを使用して物理アップリンクチャネ
ルを送信することとを行い得る。
【００３７】
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　[0045]対応して、ｅＮＢは、より広いシステム帯域幅内の少なくとも１つの狭帯域領域
を識別することと、狭帯域領域中での、１つまたは複数の他のＵＥによって送信されるシ
ンボルと多重化される物理アップリンクチャネルのシンボルの送信のための少なくとも１
つのパラメータをＵＥに割り当てることと、ＵＥから、少なくとも１つの割り当てられた
パラメータを使用して物理アップリンクチャネルを受信することとを行い得る。本明細書
で説明されるように、パラメータは、ＵＥによるＵＬ送信のためのサイクリックシフト、
拡散コード、拡散率、サブフレームホッピングパターン、またはスロットベースホッピン
グパターンのうちの１つまたは複数を示し得る。
【００３８】
　[0046]ワイヤレス通信ネットワーク１００は、ＬＴＥネットワークまたは何らかの他の
ワイヤレスネットワークであり得る。ワイヤレス通信ネットワーク１００は、いくつかの
発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１１０と他のネットワークエンティティとを含み得る。ｅＮＢ
は、ユーザ機器（ＵＥ）と通信するエンティティであり、基地局（ＢＳ）、ノードＢ、ア
クセスポイント（ＡＰ）などと呼ばれることもある。各ｅＮＢは、特定の地理的エリアに
通信カバレージを与え得る。３ＧＰＰでは、「セル」という用語は、この用語が使用され
るコンテキストに応じて、ｅＮＢのカバレージエリアおよび／またはこのカバレージエリ
アをサービスしているｅＮＢサブシステムを指すことがある。
【００３９】
　[0047]ｅＮＢは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプの
セルに通信カバレージを与え得る。マクロセルは、比較的大きい地理的エリア（たとえば
、半径数キロメートル）をカバーし得、サービスに加入しているＵＥによる無制限アクセ
スを可能にし得る。ピコセルは、比較的小さい地理的エリアをカバーし得、サービスに加
入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。フェムトセルは、比較的小さい地
理的エリア（たとえば、自宅）をカバーし得、フェムトセルとの関連を有するＵＥ（たと
えば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：closed subscriber group）中のＵＥ）による制限
付きアクセスを可能にし得る。マクロセルのためのｅＮＢはマクロｅＮＢと呼ばれること
がある。ピコセルのためのｅＮＢはピコｅＮＢと呼ばれることがある。フェムトセルのた
めのｅＮＢはフェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ）と呼ばれることがある。図
１に示されている例では、ｅＮＢ１１０ａがマクロセル１０２ａのためのマクロｅＮＢで
あり得、ｅＮＢ１１０ｂがピコセル１０２ｂのためのピコｅＮＢであり得、ｅＮＢ１１０
ｃがフェムトセル１０２ｃのためのフェムトｅＮＢであり得る。ｅＮＢは、１つまたは複
数の（たとえば、３つの）セルをサポートし得る。「ｅＮＢ」、「基地局」、および「セ
ル」という用語は、本明細書では互換的に使用され得る。
【００４０】
　[0048]ワイヤレス通信ネットワーク１００はまた、中継局を含み得る。中継局は、上流
局（たとえば、ｅＮＢまたはＵＥ）からデータの送信を受信し、そのデータの送信を下流
局（たとえば、ＵＥまたはｅＮＢ）に送ることができるエンティティである。中継局はま
た、他のＵＥに対する送信を中継することができるＵＥであり得る。図１に示されている
例では、中継（局）ｅＮＢ１１０ｄは、ｅＮＢ１１０ａとＵＥ１２０ｄとの間の通信を可
能にするために、マクロｅＮＢ１１０ａおよびＵＥ１２０ｄと通信し得る。中継局は、リ
レーｅＮＢ、リレー基地局、リレーなどと呼ばれることもある。
【００４１】
　[0049]ワイヤレス通信ネットワーク１００は、異なるタイプのｅＮＢ、たとえば、マク
ロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレーｅＮＢなどを含む異種ネットワークであ
り得る。これらの異なるタイプのｅＮＢは、異なる送信電力レベル、異なるカバレージエ
リア、およびワイヤレス通信ネットワーク１００における干渉に対する異なる影響を有し
得る。たとえば、マクロｅＮＢは、高い送信電力レベル（たとえば、５～４０Ｗ）を有し
得るが、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、およびリレーｅＮＢは、より低い送信電力レベル
（たとえば、０．１～２Ｗ）を有し得る。
【００４２】
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　[0050]ネットワークコントローラ１３０は、ｅＮＢのセットに結合し得、これらのｅＮ
Ｂの協調および制御を行い得る。ネットワークコントローラ１３０はバックホールを介し
てｅＮＢと通信し得る。ｅＮＢはまた、たとえば、ワイヤレスバックホールまたはワイヤ
ラインバックホールを介して直接または間接的に互いに通信し得る。
【００４３】
　[0051]ＵＥ１２０（たとえば、１２０ａ、１２０ｂ、１２０ｃ）は、ワイヤレス通信ネ
ットワーク１００全体にわたって分散され得、各ＵＥは固定または移動であり得る。ＵＥ
は、アクセス端末、端末、移動局（ＭＳ）、加入者ユニット、局（ＳＴＡ）などと呼ばれ
ることもある。ＵＥは、セルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、
ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、ラップトップコンピュータ、コードレ
スフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、タブレット、スマートフォン、ネッ
トブック、スマートブック、ウルトラブックなどであり得る。
【００４４】
　[0052]ワイヤレス通信ネットワーク１００（たとえば、ＬＴＥネットワーク）中の１つ
または複数のＵＥ１２０はまた、たとえば、ＭＴＣ　ＵＥ、ｅＭＴＣ　ＵＥなど、低コス
ト（ＬＣ）、低データレートデバイスであり得る。ＵＥは、ＬＴＥネットワーク中のレガ
シーおよび／または高度ＵＥと共存し得、ワイヤレスネットワーク中の他のＵＥ（たとえ
ば、非ＬＣ　ＵＥ）と比較して制限された１つまたは複数の能力を有し得る。たとえば、
ＬＴＥネットワーク中のレガシーおよび／または高度ＵＥと比較して、ＬＣ　ＵＥは、（
レガシーＵＥに対する）最大帯域幅の低減、単一の受信無線周波数（ＲＦ）チェーン、ピ
ークレートの低減、送信電力の低減、ランク１送信、半二重動作などのうちの１つまたは
複数を用いて動作し得る。ＭＴＣデバイス、ｅＭＴＣデバイスなど、限られた通信リソー
スをもつデバイスは、一般にＬＣ　ＵＥと呼ばれることがある。同様に、（たとえば、Ｌ
ＴＥにおける）レガシーおよび／または高度ＵＥなどのレガシーデバイスは、一般に非Ｌ
Ｃ　ＵＥと呼ばれることがある。
【００４５】
　[0053]図２は、それぞれ、図１中のｅＮＢ１１０のうちの１つであり得るｅＮＢ１１０
および図１中のＵＥ１２０のうちの１つであり得るＵＥ１２０の設計のブロック図２００
である。
【００４６】
　[0054]ｅＮＢ１１０において、送信プロセッサ２２０が、１つまたは複数のＵＥについ
てデータソース２１２からデータを受信し、ＵＥから受信されたチャネル品質インジケー
タ（ＣＱＩ）に基づいて各ＵＥのための１つまたは複数の変調およびコーディング方式（
ＭＣＳ）を選択し、そのＵＥのために選択された（１つまたは複数の）ＭＣＳに基づいて
各ＵＥのためのデータを処理（たとえば、符号化および変調）し、すべてのＵＥについて
データシンボルを与え得る。送信プロセッサ２２０はまた、（たとえば、半静的リソース
区分情報（ＳＲＰＩ：semi-static resource partitioning information）などのための
）システム情報および制御情報（たとえば、ＣＱＩ要求、許可、上位レイヤシグナリング
など）を処理し、オーバーヘッドシンボルおよび制御シンボルを与え得る。プロセッサ２
２０はまた、基準信号（たとえば、共通基準信号（ＣＲＳ：common reference signal）
）および同期信号（たとえば、１次同期信号（ＰＳＳ：primary synchronization signal
）および２次同期信号（ＳＳＳ：secondary synchronization signal））のための基準シ
ンボルを生成し得る。送信（ＴＸ）多入力多出力（ＭＩＭＯ）プロセッサ２３０は、適用
可能な場合、データシンボル、制御シンボル、オーバーヘッドシンボル、および／または
基準シンボルに対して空間処理（たとえば、プリコーディング）を実行し得、Ｔ個の出力
シンボルストリームをＴ個の変調器（ＭＯＤ）２３２ａ～２３２ｔに与え得る。各ＭＯＤ
２３２は、出力サンプルストリームを取得するために、（たとえば、ＯＦＤＭなどのため
に）それぞれの出力シンボルストリームを処理し得る。各ＭＯＤ２３２はさらに、ダウン
リンク信号を取得するために、出力サンプルストリームを処理（たとえば、アナログへの
変換、増幅、フィルタ処理、およびアップコンバート）し得る。変調器２３２ａ～２３２
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ｔからのＴ個のダウンリンク信号は、それぞれＴ個のアンテナ２３４ａ～２３４ｔを介し
て送信され得る。
【００４７】
　[0055]ＵＥ１２０において、アンテナ２５２ａ～２５２ｒが、ｅＮＢ１１０および／ま
たは他のｅＮＢからダウンリンク信号を受信し得、受信信号をそれぞれ復調器（ＤＥＭＯ
Ｄ）２５４ａ～２５４ｒに与え得る。各ＤＥＭＯＤ２５４は、入力サンプルを取得するた
めに、それの受信信号を調整（たとえば、フィルタ処理、増幅、ダウンコンバート、およ
びデジタル化）し得る。各ＤＥＭＯＤ２５４はさらに、受信シンボルを取得するために、
（たとえば、ＯＦＤＭなどのために）入力サンプルを処理し得る。ＭＩＭＯ検出器２５６
は、すべてのＲ個の復調器２５４ａ～２５４ｒから受信シンボルを取得し、適用可能な場
合、受信シンボルに対してＭＩＭＯ検出を実行し、検出されたシンボルを与え得る。受信
プロセッサ２５８は、検出されたシンボルを処理（たとえば、復調および復号）し、ＵＥ
１２０のための復号されたデータをデータシンク２６０に与え、復号された制御情報およ
びシステム情報をコントローラ／プロセッサ２８０に与え得る。チャネルプロセッサは、
基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）、受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）、基準信号受信
品質（ＲＳＲＱ）、ＣＱＩなどを決定し得る。
【００４８】
　[0056]アップリンク上では、ＵＥ１２０において、送信プロセッサ２６４が、データソ
ース２６２からのデータと、コントローラ／プロセッサ２８０からの（たとえば、ＲＳＲ
Ｐ、ＲＳＳＩ、ＲＳＲＱ、ＣＱＩなどを備えるレポートのための）制御情報とを受信し、
処理し得る。プロセッサ２６４はまた、１つまたは複数の基準信号のための基準シンボル
を生成し得る。送信プロセッサ２６４からのシンボルは、適用可能な場合はＴＸ　ＭＩＭ
Ｏプロセッサ２６６によってプリコーディングされ、（たとえば、ＳＣ－ＦＤＭ、ＯＦＤ
Ｍなどのために）ＭＯＤ２５４ａ～２５４ｒによってさらに処理され、ｅＮＢ１１０に送
信され得る。ｅＮＢ１１０において、ＵＥ１２０および他のＵＥからのアップリンク信号
は、アンテナ２３４によって受信され、ＤＥＭＯＤ２３２によって処理され、適用可能な
場合はＭＩＭＯ検出器２３６によって検出され、ＵＥ１２０によって送られた、復号され
たデータおよび制御情報を取得するために、受信プロセッサ２３８によってさらに処理さ
れ得る。プロセッサ２３８は、復号されたデータをデータシンク２３９に与え、復号され
た制御情報をコントローラ／プロセッサ２４０に与え得る。ｅＮＢ１１０は、通信ユニッ
ト２４４を含み、通信ユニット２４４を介してネットワークコントローラ１３０に通信し
得る。ネットワークコントローラ１３０は、通信ユニット２９４と、コントローラ／プロ
セッサ２９０と、メモリ２９２とを含み得る。
【００４９】
　[0057]コントローラ／プロセッサ２４０および２８０は、それぞれｅＮＢ１１０におけ
る動作およびＵＥ１２０における動作を指示し得る。たとえば、ｅＮＢ１１０におけるコ
ントローラ／プロセッサ２４０および／または他のプロセッサおよびモジュールは、動作
７００および／または本明細書で説明される技法のための他のプロセスを実行または指示
し得る。同様に、ＵＥ１２０におけるコントローラ／プロセッサ２８０および／または他
のプロセッサおよびモジュールは、動作６００および／または本明細書で説明される技法
のためのプロセスを実行または指示し得る。メモリ２４２および２８２は、それぞれｅＮ
Ｂ１１０およびＵＥ１２０のためのデータおよびプログラムコードを記憶し得る。
【００５０】
　[0058]たとえば、受信プロセッサ２５８、コントローラ／プロセッサ２８０、送信プロ
セッサ２６４、および／またはメモリ２８２のうちの１つまたは複数は、より広いシステ
ム帯域幅内の少なくとも１つの狭帯域領域を識別することと、狭帯域領域中で、１つまた
は複数の他のＵＥによって送信されるシンボルと多重化される物理アップリンクチャネル
のシンボルを送信するための、ＵＥに割り当てられたリソースを決定することとを行うよ
うに構成され得る。アンテナ２５２およびＭＯＤ２５４のうちの１つまたは複数は、識別
されたリソースを使用して物理アップリンクチャネルを送信するように構成され得る。
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【００５１】
　[0059]送信プロセッサ２２０、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２３０、コントローラ／プロ
セッサ２４０、スケジューラ２４６、受信機プロセッサ２３８および／またはメモリ２４
２のうちの１つまたは複数は、より広いシステム帯域幅内の少なくとも１つの狭帯域領域
を識別することと、狭帯域領域中での、１つまたは複数の他のＵＥによって送信されるシ
ンボルと多重化される物理アップリンクチャネルのシンボルの送信のためのリソースをユ
ーザ機器（ＵＥ）に割り当てることとを行うように構成され得る。アンテナ２３２および
ＤＥＭＯＤ２３２のうちの１つまたは複数は、ＵＥから、識別されたリソースを使用して
物理アップリンクチャネルを受信するように構成され得る。
【００５２】
　[0060]図３は、ＬＴＥにおけるＦＤＤのための例示的なフレーム構造３００を示す。ダ
ウンリンクおよびアップリンクの各々についての送信タイムラインは、無線フレームの単
位に区分され得る。各無線フレームは、所定の持続時間（たとえば、１０ミリ秒（ｍｓ）
）を有し得、０～９のインデックスをもつ１０個のサブフレームに区分され得る。各サブ
フレームは２つのスロットを含み得る。したがって、各無線フレームは、０～１９のイン
デックスをもつ２０個のスロットを含み得る。各スロットは、Ｌ個のシンボル期間、たと
えば、（図２に示されているように）ノーマルサイクリックプレフィックスの場合は７つ
のシンボル期間、または拡張サイクリックプレフィックスの場合は６つのシンボル期間を
含み得る。各サブフレーム中の２Ｌ個のシンボル期間は０～２Ｌ－１のインデックスを割
り当てられ得る。
【００５３】
　[0061]ＬＴＥでは、ｅＮＢは、ｅＮＢによってサポートされる各セルについてシステム
帯域幅の中心１．０８ＭＨｚにおいてダウンリンク上で１次同期信号（ＰＳＳ）と２次同
期信号（ＳＳＳ）とを送信し得る。ＰＳＳおよびＳＳＳは、図３に示されているように、
それぞれ、ノーマルサイクリックプレフィックスをもつ各無線フレームのサブフレーム０
および５中のシンボル期間６および５中に送信され得る。ＰＳＳおよびＳＳＳは、セル探
索および収集のためにＵＥによって使用され得る。ｅＮＢは、ｅＮＢによってサポートさ
れるセルごとにシステム帯域幅にわたってセル固有基準信号（ＣＲＳ：cell-specific re
ference signal）を送信し得る。ＣＲＳは、各サブフレームのいくつかのシンボル期間中
に送信され得、チャネル推定、チャネル品質測定、および／または他の機能を実行するた
めにＵＥによって使用され得る。ｅＮＢはまた、いくつかの無線フレームのスロット１中
のシンボル期間０～３中に物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ：physical broadca
st channel）を送信し得る。ＰＢＣＨは何らかのシステム情報を搬送し得る。ｅＮＢは、
いくつかのサブフレームにおいて物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：physical
 downlink shared channel）上でシステム情報ブロック（ＳＩＢ：system information b
lock）などの他のシステム情報を送信し得る。ｅＮＢは、サブフレームの第１のＢ個のシ
ンボル期間中に、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：physical downlink cont
rol channel）上で制御情報／データを送信し得、ここで、Ｂは各サブフレームについて
構成可能であり得る。ｅＮＢは、各サブフレームの残りのシンボル期間中に、ＰＤＳＣＨ
上でトラフィックデータおよび／または他のデータを送信し得る。
【００５４】
　[0062]ＬＴＥにおけるＰＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳ、およびＰＢＣＨは、公開されている「
Evolved Universal Terrestrial Radio Access (E-UTRA); Physical Channels and Modul
ation」と題する３ＧＰＰ　ＴＳ３６．２１１に記載されている。
【００５５】
　[0063]図４は、ノーマルサイクリックプレフィックスをもつ、ダウンリンクのための２
つの例示的なサブフレームフォーマット４１０および４２０を示す。ダウンリンクのため
の利用可能な時間周波数リソースはリソースブロック（ＲＢ）に区分され得る。各ＲＢは
、１つのスロット中で１２個のサブキャリアをカバーし得、いくつかのリソース要素を含
み得る。各リソース要素は、１つのシンボル期間中に１つのサブキャリアをカバーし得、
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実数値または複素数値であり得る１つの変調シンボルを送るために使用され得る。
【００５６】
　[0064]サブフレームフォーマット４１０は、２つのアンテナを装備したｅＮＢのために
使用され得る。ＣＲＳは、シンボル期間０、４、７、および１１中にアンテナ０および１
から送信され得る。基準信号は、送信機および受信機によってアプリオリに知られる信号
であり、パイロットと呼ばれることもある。ＣＲＳは、たとえば、セル識別情報（ＩＤ）
に基づいて生成される、セルに固有である基準信号である。図４では、ラベルＲａをもつ
所与のリソース要素について、アンテナａからはそのリソース要素上で変調シンボルが送
信され得、他のアンテナからはそのリソース要素上で変調シンボルが送信されないことが
ある。サブフレームフォーマット４２０は、４つのアンテナを装備したｅＮＢのために使
用され得る。ＣＲＳは、シンボル期間０、４、７、および１１中にアンテナ０および１か
ら送信され得、シンボル期間１および８中にアンテナ２および３から送信され得る。サブ
フレームフォーマット４１０とサブフレームフォーマット４２０の両方について、ＣＲＳ
は、セルＩＤに基づいて決定され得る、均等に離間したサブキャリア上で送信され得る。
異なるｅＮＢが、それらのセルＩＤに応じて、同じまたは異なるサブキャリア上でそれら
のＣＲＳを送信し得る。サブフレームフォーマット４１０とサブフレームフォーマット４
２０の両方について、ＣＲＳのために使用されないリソース要素は、データ（たとえば、
トラフィックデータ、制御データ、および／または他のデータ）を送信するために使用さ
れ得る。
【００５７】
　[0065]ＬＴＥにおけるＦＤＤのためのダウンリンクおよびアップリンクの各々のために
インターレース構造が使用され得る。たとえば、０～Ｑ－１のインデックスをもつＱ個の
インターレースが定義され得、ただし、Ｑは、４、６、８、１０、または何らかの他の値
に等しいことがある。各インターレースは、Ｑ個のフレームだけ離間されたサブフレーム
を含み得る。特に、インターレースｑは、サブフレームｑ、ｑ＋Ｑ、ｑ＋２Ｑなどを含み
得、ただし、ｑ∈｛０，．．．，Ｑ－１｝である。
【００５８】
　[0066]ワイヤレスネットワークは、ダウンリンクおよびアップリンク上でのデータ送信
のためにハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）をサポートし得る。ＨＡＲＱの場合、送
信機（たとえば、ｅＮＢ１１０）は、パケットが受信機（たとえば、ＵＥ１２０）によっ
て正確に復号されるか、または何らかの他の終了条件が遭遇されるまで、パケットの１つ
または複数の送信を送り得る。同期ＨＡＲＱの場合、パケットのすべての送信は、単一の
インターレースのサブフレーム中で送られ得る。非同期ＨＡＲＱの場合、パケットの各送
信は、任意のサブフレーム中で送られ得る。
【００５９】
　[0067]ＵＥは、複数のｅＮＢのカバレージ内に位置し得る。これらのｅＮＢのうちの１
つが、そのＵＥをサービスするために選択され得る。サービングｅＮＢは、受信信号強度
、受信信号品質、経路損失などの様々な基準に基づいて選択され得る。受信信号品質は、
信号対干渉プラス雑音比（ＳＩＮＲ：signal-to-interference-plus-noise ratio）、ま
たは基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）、または何らかの他のメトリックによって定量化され
得る。ＵＥは、ＵＥが１つまたは複数の干渉ｅＮＢからの高い干渉を観測し得る支配的干
渉シナリオにおいて動作し得る。
【００６０】
　[0068]（たとえば、レガシー「非ＭＴＣ」デバイスのための）旧来のＬＴＥ設計の焦点
は、スペクトル効率の改善、ユビキタスカバレージ、および拡張サービス品質（ＱｏＳ）
サポートに対するものである。現在のＬＴＥシステムのダウンリンク（ＤＬ）およびアッ
プリンク（ＵＬ）リンクバジェットは、比較的大きいＤＬおよびＵＬリンクバジェットを
サポートし得る、最先端のスマートフォンおよびタブレットなど、ハイエンドデバイスの
カバレージのために設計される。しかしながら、低コスト、低レートデバイスもサポート
される必要がある。
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【００６１】
　[0069]したがって、上記で説明されたように、ワイヤレス通信ネットワーク（たとえば
、ワイヤレス通信ネットワーク１００）中の１つまたは複数のＵＥは、ワイヤレス通信ネ
ットワーク中の他の（非ＬＣ）デバイスと比較して、ＬＣ　ＵＥなど、限られた通信リソ
ースを有するデバイスであり得る。
【００６２】
　[0070]たとえば、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１３における、いくつかのシステムでは、ＬＣ　Ｕ
Ｅ（たとえば、ＭＴＣ、ｅＭＴＣ　ＵＥ）は、利用可能なシステム帯域幅内の特定の狭帯
域割当てに制限され得る。しかしながら、ＬＣ　ＵＥは、たとえば、ＬＴＥシステム内で
共存するために、ＬＴＥシステムの利用可能なシステム帯域幅内の異なる狭帯域領域に再
同調することが可能であり得る。
【００６３】
　[0071]ＬＴＥシステム内での共存の別の例として、ＬＣ　ＵＥは、レガシー物理ブロー
ドキャストチャネル（ＰＢＣＨ）（たとえば、概して、セルへの初期アクセスのために使
用され得るパラメータを搬送するＬＴＥ物理チャネル）を（繰返しで）受信し、１つまた
は複数のレガシー物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：physical random access
 channel）フォーマットをサポートすることが可能であり得る。たとえば、ＬＣ　ＵＥは
、複数のサブフレームにわたるＰＢＣＨの１回または複数回の追加の繰返しでレガシーＰ
ＢＣＨを受信することが可能であり得る。別の例として、ＬＣ　ＵＥは、ＬＴＥシステム
におけるｅＮＢにＰＲＡＣＨの１回または複数回の繰返しを送信する（たとえば、１つま
たは複数のＰＲＡＣＨフォーマットがサポートされる）ことが可能であり得る。ＰＲＡＣ
Ｈは、ＬＣ　ＵＥを識別するために使用され得る。また、繰り返されるＰＲＡＣＨ試みの
数は、ｅＮＢによって構成され得る。
【００６４】
　[0072]ＬＣ　ＵＥはまた、リンクバジェット制限デバイスであり得、それのリンクバジ
ェット制限に基づいて（たとえば、ＬＣ　ＵＥにまたはそこから送信される繰り返される
メッセージの異なる量を伴う）異なる動作モードで動作し得る。たとえば、いくつかの場
合には、ＬＣ　ＵＥは、繰返しがほとんどない（たとえば、ＵＥがメッセージを正常に受
信および／または送信するために必要とされる繰返し量が小さいことがあるか、または繰
返しが必要とされないことさえある）ノーマルカバレージモードで動作し得る。代替的に
、いくつかの場合には、ＬＣ　ＵＥは、大きい量の繰返しがあり得るカバレージ拡張（Ｃ
Ｅ）モードで動作し得る。たとえば、３２８ビットペイロードの場合、ＣＥモードにある
ＬＣ　ＵＥは、ペイロードを正常に受信するために、ペイロードの１５０回以上の繰返し
を必要とし得る。
【００６５】
　[0073]いくつかの場合には、たとえば、同じくＬＴＥ　Ｒｅｌ－１３の場合、ＬＣ　Ｕ
Ｅは、ブロードキャスト送信およびユニキャスト送信のそれの受信に関する制限された能
力を有することがある。たとえば、ＬＣ　ＵＥによって受信されたブロードキャスト送信
のための最大トランスポートブロック（ＴＢ）サイズは、１０００ビットに制限され得る
。さらに、いくつかの場合には、ＬＣ　ＵＥは、サブフレーム中で２つ以上のユニキャス
トＴＢを受信することが可能でないことがある。いくつかの場合には（たとえば、上記で
説明されたＣＥモードとノーマルモードの両方の場合）、ＬＣ　ＵＥは、サブフレーム中
で２つ以上のブロードキャストＴＢを受信することが可能でないことがある。さらに、い
くつかの場合には、ＬＣ　ＵＥは、サブフレーム中でユニキャストＴＢとブロードキャス
トＴＢの両方を受信することが可能でないことがある。
【００６６】
　[0074]ＭＴＣの場合、ＬＴＥシステムにおいて共存するＬＣ　ＵＥはまた、ページング
、ランダムアクセスプロシージャなどのいくつかのプロシージャのための新しいメッセー
ジを（たとえば、これらのプロシージャのためにＬＴＥにおいて使用される従来のメッセ
ージとは対照的に）サポートし得る。言い換えれば、ページング、ランダムアクセスプロ
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シージャなどのためのこれらの新しいメッセージは、非ＬＣ　ＵＥに関連する同様のプロ
シージャのために使用されるメッセージとは別個であり得る。たとえば、ＬＴＥにおいて
使用される従来のページングメッセージと比較して、ＬＣ　ＵＥは、非ＬＣ　ＵＥが監視
および／または受信することが可能ないことがあるページングメッセージを監視および／
または受信することが可能得る。同様に、従来のランダムアクセスプロシージャにおいて
使用される従来のランダムアクセス応答（ＲＡＲ）メッセージと比較して、ＬＣ　ＵＥは
、同じく、非ＬＣ　ＵＥによって受信されることが可能でないことがあるＲＡＲメッセー
ジを受信することが可能であり得る。ＬＣ　ＵＥに関連する新しいページングおよびＲＡ
Ｒメッセージはまた、１回または複数回繰り返され（たとえば、「バンドル」され）得る
。さらに、新しいメッセージについて異なる繰返し数（たとえば、異なるバンドリングサ
イズ）がサポートされ得る。
【００６７】
例示的なマルチユーザ多重化フレーム構造
　[0075]本明細書で説明される理由で、本開示の態様は、マルチユーザ多重化を有利にサ
ポートするｅＭＴＣ　ＵＥのための新しいフレーム構造を提供する。ｅＭＴＣ　ＵＥは、
たとえば、全システム帯域幅のうちの狭帯域領域のみを使用して、リソースの限られたセ
ットとしばしば通信する。この狭帯域領域は、サイズが、たとえば、６つのリソースブロ
ック（ＲＢ）から単一のＲＢ以下までに及び得る（ここで、各ＲＢは、サブフレームの１
つのスロット中で１２個のサブキャリア（トーン）をカバーし得、いくつかのリソース要
素を含み得る）。ｅＭＴＣはリソースの限られたセットを使用するので、複数のｅＭＴＣ
　ＵＥを多重化することは課題を提示し得る。たとえば、これらのＵＥによって使用され
る限られたリソースはまた、複数のｅＭＴＣ　ＵＥを多重化するために共有するのに利用
可能なリソースが限られていることを意味する。
【００６８】
　[0076]たとえば、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１３における、いくつかのシステムは、ｅＭＴＣな
らびに他のＵＥのためのカバレージ拡張（ＣＥ）およびサポートを導入する。本明細書で
使用されるＣＥという用語は、概して、ネットワーク内の（ｅＭＴＣデバイスなどの）デ
バイスのカバレージ範囲を拡張する任意のタイプの機構を指す。ＣＥのための１つの手法
は、同じデータを複数回送信することを指すバンドリングを含む。同じデータを複数回送
信することは、複数のサブフレームにわたって同じデータを送信すること、または同じサ
ブフレーム内の複数のシンボルにわたって同じデータを送信することを指すことがある。
【００６９】
　[0077]いくつかのシステムは、ＵＥとｅＮＢとの間の１５５．７ｄＢ最大結合損失にマ
ッピングする最高１５ｄＢのカバレージ拡張をもつＭＴＣ　ＵＥを与え得る。したがって
、ｅＭＴＣ　ＵＥおよびｅＮＢは、低いＳＮＲ（たとえば、－１５ｄＢ～－２０ｄＢ）に
おいて測定を実行し得る。いくつかのシステムでは、カバレージ拡張はチャネルバンドリ
ングを含み得、ここにおいて、ｅＭＴＣ　ＵＥに関連するメッセージがバンドルされ得る
（たとえば、複数のサブフレームにわたって繰り返され得るか、または同じサブフレーム
内の複数のシンボルにわたって繰り返され得る）。いくつかのシステムでは、ｅＭＴＣ　
ＵＥは、より広いシステム帯域幅中で動作しながら狭帯域動作をサポートし得る。たとえ
ば、ｅＭＴＣ　ＵＥは、より広いシステム帯域幅のうちの狭帯域領域中で送信および受信
し得る。上述のように、狭帯域領域は６つのＲＢから単一のＲＢ以下をスパンし得る。
【００７０】
　[0078]図５は、物理アップリンク共有チャネルのための例示的なフレーム構造５００を
示す。この例では、第１のＵＥは、専用ＲＢ（たとえば、そのＵＥに専用のＲＢ）を使用
し得る。したがって、他のＵＥは、単一のｅＮＢに送信するために（第１のＵＥに専用の
）それらのＲＢ中で多重化されないことがある。
【００７１】
　[0079]図示されたフレーム構造５００では、第１のＵＥは、いくつかのＲＢを占有し得
、周波数ホッピングを実行しないことがある。図示のように、第１のＵＥは、２つのシン
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ボルを使用して基準信号（ＲＳ）（０．５スロットの各々中で１つのＲＳ）を送信し得、
第１のＵＥは、残りのシンボルを使用してＰＵＳＣＨを送信し得る。（図５に示されてい
ない）いくつかのシナリオでは、たとえば、ＰＵＳＣＨフレーム構造５００の最後のシン
ボルがサウンディング基準信号（ＳＲＳ）送信のために使用されるとき、短縮ＰＵＳＣＨ
フォーマットが使用され得る。ＰＵＳＣＨフレーム構造の最後のシンボルがＳＲＳのため
に使用されるとき、利用可能なＰＵＳＣＨシンボルの数は１だけ減少され得る。したがっ
て、ＵＥは、２つのシンボルを使用してＲＳシンボル（フレーム５００のサブフレームの
０．５ｍｓスロットの各々中で１つのＲＳ）を送信し、フレーム５００の１つのシンボル
を使用してＳＲＳを送信し、フレーム５００の残りのシンボルを使用してＰＵＳＣＨを送
信し得る。
【００７２】
　[0080]現在の合意に従って、ＰＵＳＣＨ送信はｅＭＴＣ　ＵＥのためにバンドルされ得
る。ＰＵＳＣＨ送信をバンドリングすることは、ＰＵＳＣＨ送信が、複数のサブフレーム
上でおよび／または同じサブフレーム内の複数のシンボル上で繰り返され得ることを意味
する。繰返し数を指すことがあるバンドリングサイズはＣＥレベルに依存し得る。態様に
よれば、より多くの繰返しはより大きいＣＥに対応し得る。残念ながら、バンドリングは
、メッセージを繰り返すためにＵＥによってリソースが使用されるので、ＵＥの全体的容
量を低減し得る。
【００７３】
　[0081]いくつかの事例では、ＰＵＳＣＨのためのサブバンド間のクロスサブフレーム周
波数ホッピングが、ｅＭＴＣデバイスのためのアップリンクチャネルのためにサポートさ
れ得る。サブバンド間のクロスサブフレーム周波数ホッピングは、異なるサブフレーム中
でのＵＥによる異なる周波数リソースの使用を指すことがある（たとえば、サブフレーム
にわたってＵＥによって使用される異なる周波数リソース）。たとえば、ｅＭＴＣデバイ
スは、第１のサブフレーム中に第１の周波数を使用してＰＵＳＣＨ上でシンボルを送信し
得、その後、第２のサブフレーム中に第２の周波数を使用してＰＵＳＣＨ上でシンボルを
送信するために異なる周波数にホッピングし得る。クロスサブフレーム周波数ホッピング
のためのサポートは、ｅＭＴＣ　ＵＥによってホッピングが何回可能にされるか、各ｅＭ
ＴＣ　ＵＥが周波数上にどのくらいの時間の間とどまり得るか、および／またはＰＵＳＣ
Ｈのためのスロットベース周波数ホッピングのサポートを示し得る。スロットベース周波
数ホッピングは、デバイスが、ＰＵＳＣＨ上でシンボルを送信するために、サブフレーム
の第１のスロット中の第１の周波数から同じサブフレームの第２のスロット中の第２の周
波数に再同調することを指すことがある。
【００７４】
　[0082]上記で説明されたように、ｅＭＴＣ　ＵＥは、より広いシステム帯域幅内の狭帯
域領域中で動作し得る。いくつかのシナリオでは、ｅＭＴＣ　ＵＥは、単一のＲＢをスパ
ンする狭帯域領域中で動作し得る。「１ＲＢ」ｅＭＴＣ設計は、複数のユーザをサポート
するための課題を提示し得る。上記で説明されたように、単一のＲＢの限られた周波数リ
ソースを複数のユーザの間で共有することは困難であり得る。複数のユーザをサポートす
るために、ＵＥは、単一のＲＢの一部分を使用し得る。各ＵＥがＲＢ全体を割り当てられ
るのではなく、各ＵＥは、ＲＢの単一のトーンまたは数個のトーンを割り当てられ得る。
しかしながら、単一のＲＢの一部分の使用は、現在のＬＴＥヌメロロジーから逸脱し、周
波数ダイバーシティの損失を引き起こし得る。
【００７５】
　[0083]したがって、本開示の態様は、共用リソースを使用するアップリンク送信におい
て使用するための（たとえば、異なる拡散コード、サイクリックシフト、拡散率、および
／またはホッピングパターンを示す）異なるパラメータを割り振ることによってユーザ多
重化を有利にサポートする、ｅＭＴＣ　ＵＥのための新しいフレーム構造を提供する。本
明細書で説明されるように、ＵＥは、アップリンク送信のために使用すべき拡散コード、
サイクリックシフト、拡散率、および／またはホッピングパターンのうちの１つまたは複
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数を示す少なくとも１つのパラメータを決定し（たとえば、割り当てられ）得る。本明細
書で説明されるマルチユーザ多重化をサポートするフレーム構造は、有利には、「１ＲＢ
」ｅＭＴＣ設計および／または（たとえば、各ＵＥが単一のトーンなどのＲＢの一部分を
割り当てられ得る）部分ＲＢ設計において実装され得る。
【００７６】
　[0084]図６は、本開示の態様による、ＵＥによって実行され得る例示的な動作６００を
示す。図２中のＵＥ１２０の１つまたは複数のモジュールを含み得る図１中のＵＥ１２０
ａ、１２０ｂ、および／または１２０ｃは、本明細書で説明される動作を実行するように
構成され得る。たとえば、ＵＥ１２０の受信プロセッサ２５８、送信プロセッサ２６４、
コントローラ／プロセッサ２８０、メモリ２８２、アンテナ２５２および／または復調器
／変調器２５４のうちの１つまたは複数が、本明細書で説明される動作を実行し得る。
【００７７】
　[0085]６０２において、ＵＥは、より広いシステム帯域幅内の少なくとも１つの狭帯域
領域を識別する。６０４において、ＵＥは、狭帯域領域中で、１つまたは複数の他のＵＥ
によって送信されるシンボルと多重化される物理アップリンクチャネルのシンボルを送信
するための、ＵＥに割り当てられた少なくとも１つのパラメータを決定する。６０６にお
いて、ＵＥは、少なくとも１つの決定されたパラメータを使用して物理アップリンクチャ
ネルを送信する。パラメータは、ＵＬ送信のためにＵＥによって使用されるべきサイクリ
ックシフト、拡散コード、（拡散コードの長さを指す）拡散率、サブフレームホッピング
パターン、またはスロットベースホッピングパターンのうちの１つまたは複数を示し得る
。
【００７８】
　[0086]図７は、本開示の態様による、ｅＮＢによって実行され得る例示的な動作７００
を示す。図２中のｅＮＢ１１０の１つまたは複数のモジュールを含み得る図１中のｅＮＢ
１１０ａ、１１０ｂ、１１０ｃ、および／または１１０ｄは、本明細書で説明される動作
を実行するように構成され得る。たとえば、ｅＮＢ１１０の送信プロセッサ、２２０、受
信プロセッサ２３８、コントローラ／プロセッサ２４０、メモリ２４２、アンテナ２３４
および／または復調器／変調器２３２のうちの１つまたは複数が、本明細書で説明される
動作を実行し得る。
【００７９】
　[0087]７０２において、ｅＮＢは、より広いシステム帯域幅内の少なくとも１つの狭帯
域領域を識別する。上述のように、狭帯域領域は１つのＲＢから６つのＲＢまでにスパン
し得る。７０４において、ｅＮＢは、狭帯域領域中での、１つまたは複数の他のＵＥによ
って送信されるシンボルと多重化される物理アップリンクチャネルのシンボルの送信のた
めの少なくとも１つのパラメータをＵＥに割り当てる。７０６において、ｅＮＢは、ＵＥ
から、少なくとも１つの割り当てられたパラメータを使用して物理アップリンクチャネル
を受信する。
【００８０】
　[0088]単一ＲＢ狭帯域領域など、狭帯域周波数領域のアップリンクリソースを複数のユ
ーザに割り振るために、狭帯域領域のリソースは複数のユーザの間で多重化され得る。さ
らに、狭帯域領域内での異なるＵＥからの送信の直交性を維持するために、ｅＮＢは、異
なるサイクリックシフト（たとえば、異なるシフトされたＣｈｕシーケンス）または拡散
コードをＵＥに割り当て得る。ＵＥは、割り当てられたサイクリックシフトまたは拡散コ
ードをそれらのそれぞれの送信に適用し得る。異なるサイクリックシフトを割り当てるこ
とによって、同じ周波数リソースを使用する異なるｅＭＴＣ　ＵＥからの送信は周波数領
域中で直交し得る。異なる拡散コードを割り当てることによって、シンボルまたはサブフ
レームの同じセットを使用する異なるｅＭＴＣ　ＵＥからの送信は時間領域中で直交し得
る。いくつかの場合には、拡散コードとサイクリックシフトとの組合せが、複数のユーザ
をサポートするためにＵＥによって使用され得る。
【００８１】
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　[0089]態様によれば、ｅＭＴＣ　ＵＥからのデータシンボルは、時間領域中の複数のシ
ンボル上で拡散コード（直交カバー）を使用して多重化され得る。本明細書で説明される
ように、構成可能な拡散率（ＳＦ）が使用され得、ここで、拡散率という用語は、概して
、拡散コードの長さを指す。言い換えれば、拡散率は、拡散コードが、繰り返される送信
に適用されるべき回数を指すことがある。拡散コードの「１」は送信の非反転バージョン
に対応し得、拡散コードの「－１」は送信の反転バージョンに対応し得る。
【００８２】
　[0090]態様によれば、ｅＭＴＣ　ＵＥからのＲＳシンボルは、時間領域中で直交カバー
を用いて拡散すること、周波数領域中でサイクリックシフトを適用すること、または直交
カバーを使用して拡散することとサイクリックシフトを適用することの両方の組合せを使
用して多重化され得る。
【００８３】
　[0091]図８は、本開示の態様による、マルチユーザ多重化のための例示的なフレーム構
造８００を示す。拡散率が使用されないとき、ＳＦ＝１である。ＳＦ＝１であるとき、各
シンボルは異なることになる。
【００８４】
　[0092]ユーザ多重化をサポートするために、フレーム８００のデータシンボルは、複数
のシンボル上で拡散され得、ここで、Ｎ個の隣接するシンボル期間上でデータシンボルを
送信するために拡散コードが使用され得る。ＵＥは、データシンボルに長さＮのコードシ
ーケンス（拡散コード）を乗算し、次のＮ個のＯＦＤＭシンボルにわたって特定のサブキ
ャリア上でデータシンボルを送信し得る。ＵＥによって使用される拡散コードは、ｅＮＢ
によって構成され、受信機によって知られ得る。拡散コードは、同じ時間周波数リソース
を使用する複数のＵＥからデータを受信するためにｅＮＢによって使用され得る。このよ
うにして、本明細書で説明されるマルチユーザ多重化はユーザ容量を増加させ得る。
【００８５】
　[0093]再び図８を参照すると、２つのデータシンボルのグループは、８０２に示されて
いるように、ＳＦ＝２を使用して拡散され得る。３つのデータシンボルのグループは、８
０４に示されているように、ＳＦ＝３を使用して拡散され得る。６つのデータシンボルの
グループは、８０６に示されているように、ＳＦ＝６を使用して拡散され得る。概して、
異なる拡散コードを使用して多重化され得るデバイス（たとえばＵＥ）の数は、拡散コー
ドの長さと、直交組合せの対応する数とに関係する。たとえば、ＳＦ＝２である場合、拡
散コード［１，１］および［１，－１］により、異なるＵＥからの各送信がこれらのコー
ドのうちの１つを乗算された後に直交送信が生じる。したがって、２つのデータシンボル
のグループについてＳＦ＝２であるとき、データシンボルのグループのために最高２つの
異なるＵＥからの送信がサポートされ得る。別の例として、ＳＦ＝４である場合、拡散コ
ード［１，１，１，１］、［１，１，－１，－１］、［１，－１，１，－１］、および［
１，－１，－１，１］により、最高４つのＵＥからの各送信がこれらのコードのうちの１
つを乗算された後に直交送信が生じる。言い換えれば、４つのデータシンボルのグループ
についてＳＦ＝４であるとき、最高４つの異なるＵＥからの直交送信がサポートされ得る
。したがって、より長い拡散コードはより多くの直交送信をサポートし得、ここにおいて
、直交送信は異なるユーザからのものであり得る。上記で説明されたように、ＳＦ＝２は
、２つのユーザからの直交送信をサポートし得、ＳＦ＝４は、４つのユーザからの直交送
信をサポートし得る。このようにして、（たとえば、より大きい拡散率に関連する）より
長い拡散コードは、より多数のＵＥからの多重化された直交送信をサポートし得る。１２
個のデータシンボルをもつ（たとえば、図８に示されているような）ノーマルサブフレー
ムの場合、ＳＦ＝１、２、３、４、６、および／または１２が使用され得る。
【００８６】
　[0094]ＲＳシンボルについて、時間領域中でＳＦ＝２が使用され得、ここにおいて、２
つのＲＳシンボル上でアダマールコードが使用され得る。代替的に、ＲＳシンボルについ
て、周波数領域中での基準信号シンボルごとの分離のためにサイクリックシフトが使用さ
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れ得る。ＳＦ＝４、６、または１２である場合、基準信号シンボルごとの分離のためにサ
イクリックシフトが適用され得る。代替的に、時間および周波数多重化の２×２、３×２
、または６×２組合せが基準信号シンボルのために使用され得る。
【００８７】
　[0095]ノーマルサブフレーム中のデータシンボルについて、（たとえば、８０２に示さ
れているように）ＳＦ＝２である場合、および（たとえば、８０８に示されているように
）ＳＦ＝４である場合、アダマールコードが使用され得る。ＳＦ＝４はクロススロット拡
散を生じ得る。クロススロット拡散に従って、４つのデータシンボルの第１のセット８０
８ａは周波数リソースの第１のセットを使用し得、４つのデータシンボルの第２のセット
８０８ｂは周波数リソースの第２のセットを使用し得る。図８に示されているように、４
つのデータシンボルのセット８０８ｂは、サブフレーム８００の第１のスロットと第２の
スロットとをスパンし得る。したがって、クロススロット周波数ホッピングを使用するで
あろうＳＦ＝４は、スロットベース周波数ホッピングが可能にされた場合（ここで、周波
数ホッピングは、同じサブフレームの異なるタイムスロット中に異なる周波数リソースを
使用することを指す）、実行可能でないことがある。したがって、スロットベース周波数
ホッピングが可能にされない場合、ｅＭＴＣ　ＵＥがＳＦ＝４を使用することは望ましく
ないことがある。代替的に、ノーマルサブフレーム中のデータシンボルについて、ＳＦ＝
３、６、および１２をサポートするためにＤＦＴ行列が使用され得る。
【００８８】
　[0096]図９は、本開示の態様による、アップリンクマルチユーザ多重化をサポートする
例示的なサブフレームフォーマット９００を示す。第１の可能性によれば、ＳＦは、直交
送信を生じる２つの異なる拡散コードを使用して、２つのユーザによる直交送信をサポー
トし得る。たとえば、短縮サブフレームフォーマットで２つのユーザをサポートするため
にＳＦ＝２およびＳＦ＝３が使用され得る。図９に示されているように、短縮サブフレー
ムフォーマットでの１１個のデータシンボルのうち、８つのデータシンボルがＳＦ＝２を
使用して送信され得、３つのデータシンボルがＳＦ＝３を用いて送信され得る（２つのデ
ータシンボルの４つのセットを送信するためにＳＦ＝２が使用され得、３つのデータシン
ボルの１つのセットを送信するためにＳＦ＝３が使用され得る）。
【００８９】
　[0097]第２の可能性によれば、ＳＦフォーマット９００は、直交送信を生じる３つの異
なる拡散コードを使用して、３つのユーザによる直交送信をサポートし得る。たとえば、
３つのユーザをサポートするためにＳＦ＝３およびＳＦ＝４が使用され得る。図９に示さ
れているように、短縮サブフレームフォーマットでの１１個のデータシンボルのうち、３
つのデータシンボルがＳＦ＝３を用いて送信され得、８つのデータシンボルがＳＦ＝４を
用いて送信され得る（最初の３つのデータシンボルを送信するためにＳＦ＝３が使用され
得、４つのデータシンボルの２つのセットを送信するためにＳＦ＝４が使用され得る）。
【００９０】
　[0098]（図９に示されていない）第３の可能性によれば、ＳＦは、（たとえば、直交送
信を生じる少なくとも５つの異なる拡散コードを用いて）５つのユーザをサポートし得る
。たとえば、５つのユーザをサポートするためにＳＦ＝５およびＳＦ＝６が使用され得る
。短縮サブフレームフォーマットでの１１個のデータシンボルのうち、５つのデータシン
ボルがＳＦ＝５を使用して送信され得、６つのデータシンボルがＳＦ＝６を使用して送信
され得る。
【００９１】
　[0099]（同じく図９に図示されていない）第４の可能性によれば、ＳＦは１１個のユー
ザをサポートし得る。たとえば、ＳＦ＝１１が使用され得る。短縮サブフレームフォーマ
ットでの１１個のデータシンボルがＳＦ＝１１を使用して送信され得る。
【００９２】
　[0100]態様によれば、ＵＥが、クロススロットまたはクロスサブフレーム多重化のため
にある周波数から別の周波数に同調するための再チューニング時間は、多重化されたＵＥ
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間の直交性を破壊しないことがある。クロスサブフレーム周波数ホッピングの場合、ＳＦ
＝２または３がサポートされ得る。
【００９３】
　[0101]クロスサブフレーム周波数ホッピングのための第１のオプションによれば、次の
サブフレームの第１のスロット中の最初のシンボル（たとえば、２つまたは３つのシンボ
ル）がドロップされ得る（たとえば、ＵＬ送信のために使用されないことがある）。短縮
サブフレームでは、ＳＦ＝２が使用され得、次のサブフレームの第１のスロット中の最初
の２つのシンボルがドロップされ得る。
【００９４】
　[0102]クロスサブフレーム周波数ホッピングのための第２のオプションによれば、（た
とえば、ＵＥが現在サブフレームから次のサブフレームにホッピングすると仮定して）現
在サブフレームの最後のスロット中の最後のシンボル（たとえば、２つまたは３つのシン
ボル）がドロップされ得る（たとえば、ＵＥによるＵＬ送信のために使用されないことが
ある）。
【００９５】
　[0103]態様によれば、クロスサブフレーム周波数ホッピングのための再同調は、第１の
サブフレームの最後の１つまたは複数のシンボル、第２のサブフレームの最初の１つまた
は複数のシンボル、または第１のサブフレームおよび第２のサブフレームからのシンボル
の組合せの間に生じ得る。このようにして、クロスサブフレーム周波数ホッピングのため
の再同調は、第１のサブフレームの最後の１つまたは複数のシンボル、または第２のサブ
フレームの最初の１つまたは複数のシンボルのうちの少なくとも一方の間に生じ得る。
【００９６】
　[0104]スロットベース周波数ホッピングの場合、ＳＦ＝２または３が使用され得る。一
例によれば、次のサブフレームの第２のスロットの最初のシンボル（たとえば、２つまた
は３つのシンボル）またはサブフレームの第１のスロット中の最後のシンボル（たとえば
、２つまたは３つのシンボル）がドロップされ得る。
【００９７】
　[0105]アップリンクチャネル上でのマルチユーザ多重化はユーザ容量を有利に増加させ
得る。これは、上記で説明されたように、制限された次元を有する１ＲＢ　ｅＭＴＣ設計
において特に重要であり得る。さらに、１つのＲＢを使用する増加されたユーザ容量は、
部分ＲＢ設計に対する代替設計を与え得、ＬＴＥヌメロロジーに整合したままであり得る
。さらに、複数のＵＥについてユーザ容量とデータレートとのバランスをとるためにフレ
キシブルなＳＦが使用され得る。
【００９８】
　[0106]本開示の態様は、ｅＮＢスケジューリングサポートを用いて、改善されたトラッ
キングループを有利に提供する。たとえば、ＳＦは１よりも大きいことがあり、これは、
２つ以上のユーザをサポートし得る。しかしながら、ｅＮＢは、ＳＦが１よりも大きいに
もかかわらず、単一のユーザのみをスケジュールし得る。たとえば、ＳＦは２であり得、
ｅＮＢは、単一のＵＥのみをスケジュールし得る。ｅＮＢは、トラッキングループを改善
するために、単一のＵＥからの受信されたデータシンボルの繰返しを使用し得る。ｅＮＢ
は、周波数オフセットを推定するために、繰り返された拡散されたシンボルを相互相関さ
せ得る。
【００９９】
　[0107]クロスサブフレーム拡散と比較して、本開示の態様は、たとえば、（サブフレー
ムにわたる拡散期間とは対照的に）シンボルにわたるより短い拡散期間により、より良い
直交性を提供し得る。たとえば、拡散期間は、本明細書で説明される態様を使用して、よ
り短くなり得る（たとえば、２つのシンボル）。より短い拡散期間は、サブフレームにわ
たる拡散と比較して、より良い直交性を可能にし得る。クロスサブフレームホッピングで
は、直交性を維持するために、チャネルは、拡散期間内に同じままである必要があり得、
ユーザのグループは、同じ時間にホッピングする必要があり得る。有利には、サブフレー
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ム内での拡散は、ユーザが独立して周波数をホッピングすることを可能にし得る。さらに
、拡散は、複数のサブフレームにわたってデータシンボルを再シャッフルすると見なされ
得るので、本開示の態様は、データレートまたはトランスポートブロック（ＴＢ）サイズ
を低減しないことがある。ＴＢサイズ決定は、ＳＦおよびバンドリングを考慮に入れ得、
容易にスケーリングされ得る。したがって、データレートの低減なしにユーザ容量が増加
し得る。
【０１００】
　[0108]本明細書で使用される、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を指す句は、
単一のメンバーを含む、それらの項目の任意の組合せを指す。一例として、「ａ、ｂ、ま
たはｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－ｃ、およびａ－
ｂ－ｃを包含するものとする。
【０１０１】
　[0109]本明細書の開示に関して説明された方法またはアルゴリズムのステップは、直接
ハードウェアで実施されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェア／ファームウ
ェアモジュールで実施されるか、またはその２つの組合せで実施され得る。ソフトウェア
／ファームウェアモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰ
ＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）メモリ、ＰＣＭ（相変化メモリ）、レジスタ、
ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または当技術分野で知られてい
る任意の他の形態の記憶媒体中に常駐し得る。例示的な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒
体から情報を読み取り、および／または記憶媒体に情報を書き込むことができるように、
プロセッサに結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサに一体化され得る。プロセ
ッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣ中に存在し得る。ＡＳＩＣはユーザ端末中に存在し得る。
代替として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末中に個別構成要素として存在し得
る。概して、図に示されている動作がある場合、それらの動作は、同様の番号をもつ対応
するカウンターパートのミーンズプラスファンクション構成要素を有し得る。
【０１０２】
　[0110]態様によれば、ＵＥおよび／またはｅＮＢの１つまたは複数の構成要素は、本明
細書で説明および具陳される手段を実行し得る。たとえば、受信プロセッサ２５８、コン
トローラ／プロセッサ２８０、送信プロセッサ２６４、および／またはメモリ２８２のう
ちの１つまたは複数は、より広いシステム帯域幅内の少なくとも１つの狭帯域領域を識別
することと、狭帯域領域中で、１つまたは複数の他のＵＥによって送信されるシンボルと
多重化される物理アップリンクチャネルのシンボルを送信するための、ＵＥに割り当てら
れたリソースを決定することとを行うように構成され得る。アンテナ２５２およびＭＯＤ
２５４のうちの１つまたは複数は、識別されたリソースを使用して物理アップリンクチャ
ネルを送信するように構成され得る。
【０１０３】
　[0111]送信プロセッサ２２０、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２３０、コントローラ／プロ
セッサ２４０、スケジューラ２４６、受信機プロセッサ２３８および／またはメモリ２４
２のうちの１つまたは複数は、より広いシステム帯域幅内の少なくとも１つの狭帯域領域
を識別することと、狭帯域領域中での、１つまたは複数の他のＵＥによって送信されるシ
ンボルと多重化される物理アップリンクチャネルのシンボルの送信のためのリソースをユ
ーザ機器（ＵＥ）に割り当てることとを行うように構成され得る。アンテナ２３２および
ＤＥＭＯＤ２３２のうちの１つまたは複数は、ＵＥから、識別されたリソースを使用して
物理アップリンクチャネルを受信するように構成され得る。
【０１０４】
　[0112]１つまたは複数の例示的な設計では、説明された機能は、ハードウェア、ソフト
ウェア／ファームウェアまたはそれらの組合せで実装され得る。ソフトウェア／ファーム
ウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュー
タ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コン
ピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能に
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する任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎
用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。
限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲ
ＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他
の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコ
ード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータ、また
は汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えること
ができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソ
フトウェア／ファームウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、
デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレ
ス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場
合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線
、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用さ
れるディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）
、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディス
ク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ
（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、データを磁
気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合
せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【０１０５】
　[0113]本開示についての以上の説明は、いかなる当業者も本開示を作成または使用する
ことができるように与えられたものである。本開示への様々な変更は当業者には容易に明
らかになり、本明細書で定義された一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱するこ
となく他の変形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明された例お
よび設計に限定されるものではなく、本明細書で開示された原理および新規の特徴に合致
する最も広い範囲を与えられるべきである。
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